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平成26年度　決算報告
　平成26年度一般会計の歳入は65億2,585万円（前年度比2億6,511万円、4.2％増）、歳出は61億2,255万円
（前年度比111万円、0.02％減）で実質収支は2億5,272万円の黒字となっています。

歳入内訳

性質別歳出 目的別歳出

村税
12億692万9千円（18.5％）

繰入金
7億5,879万1千円（11.6％）

繰越金
1億3,708万2千円（2.1％）

使用料・手数料
4,382万2千円（0.7％）

諸収入他
7,625万円（1.2％）

県支出金
26億1,792万4千円（40.1％）

地方交付税
10億6,494万7千円（16.3％）

村債
2億1,583万6千円（3.3％）

国庫支出金
2億6,840万8千円（4.1％）

その他（地方消費税交付金等）
1億3,586万3千円（2.1％）

依存財源
43億297万8千円
（65.9％）

自主財源
22億2,287万4千円
（34.1％）

65億2,585万円
歳　入

議会費
6,328万6千円（1.0％）

総務費
9億2,073万6千円
　　（15.0％）

民生費
7億5,381万2千円
（12.3％）

衛生費
4億2,099万2千円
（6.9％）

農林水産業費
2億4,318万2千円
（4.0％）

商工費
2億6,570万6千円（4.3％）

土木費
1億6,396万3千円
（2.7％）

消防費
1億1,673万7千円
（1.9％）

教育費
4億2,457万2千円
（6.9％）

災害復旧費
23億6,593万7千円
（38.7％）

公債費
3億7,439万6千円（6.1％）

人件費
7億4,118万4千円（12.1％）
公債費
3億5,398万9千円（5.8％）
扶助費
3億4,594万9千円（5.6％）

普通建設事業費
3億1,946万円（5.2％）

災害復旧事業費
4,749万8千円（0.8％）

物件費
28億288万5千円（45.8％）

繰出金
3億858万円（5.0％）

補助費等
8億6,390万5千円（14.1％）

積立金
2億9,208万3千円（4.8％）

維持補修費
2,257万5千円（0.4％）

投資及び出資金
2,144万5千円（0.4％）

貸付金
300万円（0.0％）

労働費　
923万4千円
（0.2％）

61億2,255万円

義務的経費

投資的経費

その他の経費

歳　出

14億4,112万2千円
　　　　（23.5％）　

3億6,695万8千円
　　（6.0％）

43億1,447万3千円
　　　　（70.5％）

61億2,255万円
歳　出
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１人当たり・１世帯当たりの村税の負担と使われたお金
１人当たりの
　　村税の負担額　179,977円
　　使われたお金　912,996円

１世帯当たりの
　　村税の負担額　　541,953円
　　使われたお金　2,749,238円

※平成27年３月31日現在の住民
　基本台帳人口・世帯数で算出
　　　人　口：6706人
　　　世　帯：2227世帯

１人当たりに使われたお金の内訳　※歳出決算額を行政の目的別に分類し､１人当たりの額を算出したものです｡

総務費
137,300円

民生費
112,408円

公債費
55,830円

教育費
63,312円

農林水産業費
36,263円

衛生費
62,778円

土木費
24,450円

消防費
17,408円

災害復旧費
352,809円

商工費
39,622円

議会費
9,437円

労働費
1,377円

特別会計
特別会計は、特定の収入で特定
の事業を実施するための会計で
す。一般会計と区別することで、
それぞれの事業の収支や運営実
績を明確にすることができます。
村には、国民健康保険や農業集
落排水処理事業など６の特別会
計があります。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
国民健康保険 8億429万7千円  7億8,901万9千円 1,527万8千円
後期高齢者医療 5,720万4千円 5,270万円 450万4千円
介護保険 4億9,531万9千円 4億6,558万8千円 2,973万1千円
介護老人保健施設  39万2千円 37万8千円 1万4千円
農業集落排水処理 2億2,132万円 2億326万7千円 1,805万3千円
流通業施設用地造成 5億4,146万9千円 5億4,146万9千円 0円

合　　計 21億2,000万1千円 20億5,242万1千円 6,758万円

企業会計
企業会計は、地方公共団体が社
会公共の利益を目的に経営する
地方公営企業の会計です。主に
利用者が支払う料金収入で事業
を行っています。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
 収益的 2億6,036万円 2億3,162万3千円 2,873万7千円
 資本的 454万8千円 9,439万7千円 △8,984万9千円

水道事業

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
 収益的 112万4千円 7億432万2千円 △7億319万8千円
 資本的 1億9,000万円 1億9,178万8千円 △178万8千円
※収支の不足分は、出資金放棄や内部留保資金等で補てんします。

区　　分 歳　　入 歳　　出 差　　引
 収益的 1億818万4千円 3億529万9千円 △1億9,711万5千円
 資本的 7,500万円 1億1,131万4千円 △3,631万4千円

住宅用地造成業

工業用地造成事業
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平成26年度決算に基づく健全化判断比率等の公表します

指　　標 内　　容 泉崎村 早期健全化基準 財政再生基準

 実質赤字比率  一般会計の赤字の割合       赤字なし                15.0％              20.0％

 連結実質赤字比率
 一般会計、特別会計、企業会計
 すべての会計の赤字の割合

      赤字なし                20.0％              30.0％

 実質公債費比率  年間の借金返済額の割合           9.2％                25.0％              35.0％

 将来負担比率  将来負担が見込まれる負債の割合         58.1％              350.0％

健全化判断比率

公営企業の名称 泉崎村 経営健全化基準

 水道事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

 工業用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

 住宅用地造成事業会計（法適用） 資金不足なし 20.0％

 農業集落排水処理事業特別会計（法非適用） 資金不足なし 20.0％

 流通業施設用地造成事業特別会計（法非適用） 資金不足なし 20.0％

資金不足比率

地方公共団体の借入金の元金及び利子の支払いのための費用である公債費は、特に弾力性に乏しい経費であるこ
とから、その動向に常に注意する必要があります。

実質公債費比率の推移
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貯金
（積立金）

村の貯金は９億9,834万円です。

村民１人当たりに換算すると14万９千円となります。

　村の貯金に当たる「基金」は、災害発生時等の緊急時の対応や教育・文化の振興、福祉の向上などのために積
み立てて活用しています。
　平成26年度は将来の支出に備えて財政調整基金を2億3,871万7千円の積立を行い、東日本大震災復興基金を
5,430万1千円などの取り崩しを行って、全体で1億9,805万8千円の増となり、平成26年度末の基金残高は9億
9,834万8千円となっています。

　学校や道路などを建設するには多額の費用が必要なことから借入金を活用しています。これらの施設は長年に
わたり使用するもので、次の世代を含め、使う人みんなで公平に負担してもらうという考えから借り入れをして
います。
　平成26年度末の残高は一般会計37億9,050万5千円、病院事業会計1億5,795万6千円、水道事業会計6億2,661
万5千円、農業集落排水処理事業会計14億7,641万4千円となっています。

　借入金
（村債・
　企業債）

村の借入金は61億5,149万円です。

村民１人当たりに換算すると90万2千円となります。

0

2

4

6

8

平成19年度平成18年度平成17年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

財政調整基金 減債基金 その他特定目的基金

10

平成26年度

7億1,651万円
6億3,159万円6億3,493万円
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61億8,718万円

103億1,409万円
97億2,701万円 93億5,635万円 87億9,986万円

80億8,326万円

71億9,437万円 66億1,286万円
75億3,338万円

60億5,149万円
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平成２６年度主な事業（一般会計）
子育て支援・高齢者福祉（民生費　7億5,381万2千円）

学校・生涯学習（教育費　4億2,457万2千円）

臨時福祉給付金給付事業
生活介護事業
就労継続支援事業
重度心身障害者医療費補助事業
緊急通報体制等整備事業

基礎学力向上推進事業
小・中学校エアコン設置工事
第一小学校体育館屋根修繕工事
児童運動広場整備事業
図書館図書購入費

1,719万円
4,832万円
2,258万円
1,099万円
305万円

864万円
1,834万円
1,350万円
330万円
500万円

子育て支援事業

児童運動広場整備事業

健康づくり・環境衛生（衛生費　4億2,099万2千円）

個別予防接種委託事業
第二次救急医療機関支援事業負担金
南東北泉崎診療所運営費
健康診査委託料
ホールボディカウンタ運営負担金

1,867万円
368万円
750万円
1,220万円
99万円

出前元気はつらつ教室

道路･農業･商工業（土木費1億6,396万3千円／農林水産業費2億4,318万2千円／商工費2億6,570万6千円）

福島県営農再開支援事業
パークゴルフ場整備事業
カントリーヴィレジ運営業務委託料
踏瀬・中新城線道路維持補修事業
農業集落排水事業業務委託

722万円
4,198万円
1,650万円
1,253万円
1,204万円

パークゴルフ場整備事業

消防・その他（消防費　1億1,673万7千円／総務費　9億2,073万6千円／公債費　3億7,439万6千円など）

役場庁舎建設事業
公共施設太陽光発電システム設置工事
防犯灯ＬＥＤ電灯交換工事

1億5,071万円
3,456万円
598万円

役場庁舎建設事業
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７
日
㈪
ま
で

〇
申
込
方
法　

氏
名
、
住
所
、

電
話
、
大
人
又
は
子
供
、
バ
ス

利
用
の
有
無
を
電
話
で
申
し
込

む
　

事
業
課
産
業
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
３
０

問

め
の
書
類
）

〇
提
出
期
限

　

11
月
25
日
㈬
～
12
月
４
日
㈮

〇
提
出
先　

泉
崎
村
保
育
所
、

又
は
泉
崎
村
教
育
委
員
会

　

教
育
課
学
校
教
育
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
３
３

体
験
型
交
流
事
業
の
参
加
者

募
集

　
ｅ
‐
村
民
交
流
＝
体
験
事
業

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　
ｅ
‐
村
民
交
流
会
は
、
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
村
民
＝
ｅ
‐
村

民
」
の
方
を
交
え
、
自
然
体
験

を
と
お
し
て
村
民
一
同
交
流
を

深
め
る
事
業
で
す
。

　

お
友
達
、
ご
家
族
で
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
参
加
に
は
事
前
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。

【
蕎
麦
打
ち
交
流
会
】

〇
日
時　

11
月
28
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
〜
13
：
00

〇
内
容　

蕎
麦
打
ち
名
人
に
よ

る
蕎
麦
打
ち
指
導
と
会
食

〇
募
集
人
数　

50
名
程
度

〇
参
加
費

一
人
500
円
（
小
学
生
無
料
）

○
負
担
金
等
（
月
額
）

①
負
担
金　

３
，
０
０
０
円

②
お
や
つ
代　

２
，
０
０
０
円

○
申
請
方
法

　

新
規
入
会
希
望
の
方
は
、
教

育
委
員
会
で
入
会
申
込
書
を
配

布
し
ま
す
。

　

現
在
児
童
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

平
成
28
年
度
も
入
会
を
希
望
す

る
方
は
、
児
童
館
で
入
会
申
込

書
を
配
布
し
ま
す
。

○
受
付
期
間　

　

11
月
16
日
㈪
～
12
月
４
日
㈮

教
育
委
員
会
又
は
児
童
館
で
受

け
付
け
ま
す
。

平
成
28
年
度
　
泉
崎
村
保
育
所

入
所
児
募
集

〇
対
象　

村
に
住
所
を
有
し
、

保
護
者
が
就
労
や
病
気
な
ど
で

保
育
を
必
要
と
す
る
０
歳
か
ら

就
学
前
の
乳
幼
児

〇
募
集
人
員　

60
名

〇
保
育
時
間

　

平　

日　

７
：
30
～
18
：
30

　

土
曜
日　

７
：
30
～
17
：
00

〇
提
出
書
類　

支
給
認
定
申
請

書
・
勤
務
（
内
定
）
証
明
書
等

（
保
育
の
状
況
を
確
認
す
る
た

問
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い
よ
い
よ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
届
き
ま
す
。

平
成
27
年
11
月
末
頃
ま
で
に
、
国
民
の
皆
様
一
人
一
人
に
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

　

届
い
た
通
知
カ
ー
ド
は
、
紛

失
し
な
い
よ
う
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

　

も
し
、
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失

し
た
場
合
、
再
交
付
は
有
料
と

な
り
ま
す
。

　

通
知
カ
ー
ド
を
受
け
取
ら
れ

た
方
は
、
同
封
さ
れ
た
申
請
書

を
郵
送
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

来
年
１
月
か
ら
役
場
窓
口
で

「
個
人
番
号
カ
ー
ド
」
の
交
付

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

住
所
の
異
動
等
に
は
「
通
知

カ
ー
ド
」
ま
た
は
「
個
人
番
号

カ
ー
ド
」
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

　

転
入
・
転
居
・
氏
名
の
変
更

等
が
生
じ
た
際
は
、
14
日
以
内

に
役
場
に
届
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

平
成
28
年
１
月
か
ら
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
、
税
、

災
害
対
策
の
行
政

手
続
で
利
用
し
ま

す
。

　

年
金
、
雇
用
保

険
、
医
療
保
険
の

手
続
、
生
活
保
護

や
福
祉
の
給
付
、

確
定
申
告
な
ど
の

税
の
手
続
な
ど
、

法
律
で
定
め
ら
れ

た
事
務
に
限
っ
て
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

利
用
さ
れ
ま
す
。

　

民
間
事
業
者
で

も
、
社
会
保
険
、

源
泉
徴
収
事
務
な

ど
で
法
律
で
定
め

ら
れ
た
範
囲
に
限

り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
取
り
扱

い
ま
す
。

　

法
律
で
定
め
ら
れ
た
目
的
以

外
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
利
用
し

た
り
、
他
人
に
提
供
し
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

個
人
情
報
は
一
元
管
理
さ
れ

ず
、
複
数
の
機
関
間
に
お
け
る

情
報
連
携
に
は
個
人
番
号
を
使

用
し
な
い
た
め
、
個
人
番
号
か

ら
芋
づ
る
式
に
個
人
情
報
が
抜

き
出
せ
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

制
度
で
は
、
個
人
情
報
が
同

じ
と
こ
ろ
で
管
理
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
、
国
税
に
関
す
る
情

報
は
税
務
署
に
、
児
童
手
当
に

関
す
る
情
報
は
役
場
に
、
年
金

に
関
す
る
情
報
は
年
金
事
務
所

に
な
ど
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
情

報
は
分
散
し
て
管
理
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
役
所
の
間
で
情
報
を

や
り
取
り
す
る
情
報
連
携
の
際

に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
は
な

く
、
役
所
ご
と
に
異
な
る
コ
ー

ド
を
用
い
ま
す
の
で
、
例
え
一

ヶ
所
で
の
漏
え
い
が
あ
っ
た
と

し
て
も
、
個
人
情
報
が
芋
づ
る

式
に
抜
き
出
せ
な
い
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う

も
の
で
す
。
大
切
に
し
て
く
だ

さ
い
。

封筒の中に入っている
もの

①通知カード

②個人番号カード受付
　申請書

③説明用パンフレット
④個人番号カード交付
申請書の返信用封筒も
入っています。

必要事項を記入し、写真
を貼れば、簡単に申請が
できます！
詳しくは、③説明用パン
フレットをご覧ください

あなたのマイナンバー
（個人番号）が記載され
ています。ミシン目に
沿って切り離し大切に保
管してください。「個人番
号カード」の取得にも必
要です。

他人のマイナンバーを不正に入手した
り、正当な理由なく提供したりすると、
処罰されることがあります。
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○
川
柳

好
奇
心
蒔
い
た
ポ
ピ
ー
が
花
を

待
つ

　
　
　
　
　
　
　

中
畑
ツ
ヤ
子

好
奇
心
持
て
ば
気
持
ち
が
強
く

な
る

　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

道
子

好
奇
心
尊
話
が
気
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

好
奇
心
妻
の
外
出
気
に
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

人
だ
か
り
背
伸
び
し
て
見
る
好

奇
心

　
　
　
　
　
　
　

志
子
田
光
子

い
つ
ま
で
も
好
奇
心
持
ち
日
を

送
る

　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

マ
ス
コ
ミ
に
掻
き
立
て
ら
れ
た

好
奇
心

　
　
　
　
　
　
　

長
尾　

幸
子

七
十
路
坂
越
え
て
も
捨
て
ぬ
好

奇
心

　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

成
人
学
級
　
文
芸
ク
ラ
ブ

○
俚
謡

う
つ
ぎ
は
小
豆
野
バ
ラ
が
咲
け

ば
大
豆
を
蒔
け
と
言
い
伝
う

　
　
　
　
　
　
　

中
畑
ツ
ヤ
子

野
バ
ラ
が
咲
い
た
ピ
ン
ク
の
小

花
野
辺
に
ひ
っ
そ
り
咲
き
誇
る

　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

道
子

赤
い
野
バ
ラ
は
情
熱
宿
る
散
ら

ず
に
お
く
れ
何
時
ま
で
も

　
　
　
　
　
　
　

須
藤　

節
子

白
い
野
バ
ラ
の
咲
く
散
歩
道
童

は
み
た
り
と
歌
う
孫

　
　
　
　
　
　
　

志
子
田
光
子

郭
公
声
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
野
バ

ラ
咲
く
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
　
　
　
　
　
　

塚
田　

照
子

今
日
の
ジ
ョ
ギ
ン
グ
峠
路
行
け

ば
野
バ
ラ
一
輪
笑
み
て
咲
く

　
　
　
　
　
　
　

長
尾　

幸
子

貴
女
一
生
振
り
返
え
見
れ
ば
野

バ
ラ
の
如
く
ひ
そ
と
咲
く

　
　
　
　
　
　
　

秋
山　

典
邦

散
歩
の
心
癒
し
て
く
れ
る
白
い

野
バ
ラ
に
蝶
が
舞
う

　
　
　
　
　
　
　

菊
地　

汀
舟

あやしいなと思ったら▶消費者ホットライン（局番なし）1
い や や

88番（お近くの消費生活相談窓口をご案内します。）

マイナンバーに便乗した不正な勧誘や情報取得などにご注意ください。

通知カード・個人番号カードに関するお問い合わせについてはこちら
●個人番号カードコールセンター

　☎：０５７０－７８３－５７８（一部IP電話等で上記ダイヤルに繋がらない場合は、050-3818-1250）

制度実施
の流れ

（参考）法人には、平成27年10月から法人番号が通知されます。

マイナンバー・法人番号の詳細はこちら
●内閣官房のマイナンバー（社会保障・税番号）制度のホームページ

　マイナンバーで検索（http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/bangoseido/index.html）

●マイナンバーコールセンター

　☎：０５７０－２０－０１７８（外国語は０５７０－２０－０２９１）

○社会保障・税・災害対策の手続で、
　マイナンバーの利用が開始
○申請者に、個人番号カードを交付

国の行政機関の間で、
情報連携を開始

地方公共団体等も
含めた、情報連携
を開始

平成29年1月～平成28年1月～ 平成29年7月～

・平日8時30分～22時00分（平成28年4月1日以降　平日8時30分～17時30分）
・土日祝9時30分～17時30分（平成28年3月31日まで）
・年末年始を除く
・個人番号カードの一時利用停止については、24時間365日受け付け（平成28年1月～）

・平日9時30分から17時30分
・平成27年10月から平成28年3月までの半年間は、平日の開設時間を22時まで延長し、年末年始を
　除く土日祝日も17時30分まで開設

制度実施の流れ
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福
祉
グ
ル
ー
プ
の
送
迎
用
車
両
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
車
両
を
配
備

　

平
成
27
年
10
月
15
日
㈭
泉
崎

村
で
は
、
近
年
の
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
へ
の
需
要
の
高
ま

り
を
受
け
て
、
誰
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
目
指
し
、
一
般
財
団
法
人

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金
を
活

用
し
て
、
住
民
福
祉
課
福
祉
グ

ル
ー
プ
の
送
迎
用
車
両
を
購
入

し
ま
し
た
。

　

高
齢
者
を
中
心
に
こ
の
送
迎

用
車
両
を
積
極
的
に
ご
活
用
い

た
だ
く
こ
と
で
、
日
々
在
宅
し

て
過
ご
す
高
齢
者
の
外
出
機
会

を
、
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の
社
会

貢
献
広
報
事
業
と
し
て
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

や
集
会
施
設
の
整
備
、
安
全
な

地
域
づ
く
り
と
共
生
の
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
文
化
へ
の
支
援
や

地
域
の
国
際
化
の
推
進
及
び
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
等
に
対
し

て
助
成
を
行
い
、
地
域
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
充
実
・
強
化

を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
社

会
の
健
全
な
発
展
と
住
民
福
祉

の
向
上
に
寄
与
す
る
た
め
の
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
車
両
に
は
、
セ
カ
ン
ド

シ
ー
ト
が
電
動
で
回
転
し
車
外

へ
大
き
く
ス
ラ
イ
ド
ダ
ウ
ン
し

て
、
シ
ー
ト
の
高
さ
を
乗
り
降

り
し
や
す
い
位
置
へ
移
動
す
る
、

サ
イ
ド
リ
フ
ト
ア
ッ
プ
シ
ー
ト

が
装
着
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

車
い
す
か
ら
シ
ー
ト
へ
の
移

乗
に
負
担
を
感
じ
て
い
る
方
や

車
へ
の
乗
降
時
、
足
腰
に
若
干

負
担
を
感
じ
て
い
る
方
も
ス
ム

ー
ズ
に
乗
り
降
り
が
で
き
ま
す
。

　

村
で
は
新
し
く
な
っ
た
車
両

を
移
動
に
不
安
が
あ
っ
た
皆
さ

ん
の
移
動
手
段
と
し
て
、
各
種

事
業
の
送
迎
に
活
用
し
て
い
き

ま
す
。

サイドリフトアップシートで乗り降りが楽です。

クーちゃんが目印です。

■
生
か
さ
れ
る
宝
く
じ
の
収

益
金

　

宝
く
じ
は
、
販
売
総
額
の
う

ち
、
賞
金
や
経
費
な
ど
を
除
い

た
約
40
％
が
収
益
金
と
し
て
、

発
売
元
の
全
国
都
道
府
県
及
び

全
指
定
都
市
へ
納
め
ら
れ
、
高

齢
化
少
子
化
対
策
、
防
災
対
策
、

公
園
整
備
、
教
育
及
び
社
会
福

祉
施
設
の
建
設
改
修
な
ど
に
使

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
４
０
９

11月21日㈯22日㈰

第11回
こころん
チャリティー

ハンドメイド教室を開催
　　　　 （数量限定）

アート展
10時～17時（最終日は16時まで）
会場 生活支援センターこころん

レザークラフト（21日）
ミニミニ・リース（22日）

問
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百
歳
賀
寿
の
贈
呈

　

国
の
「
老
人
の
日
記
念
事

業
」
に
伴
う
百
歳
賀
寿
の
贈

呈
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
百
歳
を
迎
え
る
村

内
在
住
の
鈴
木
リ
ツ
さ
ん
、

近
藤
ト
メ
さ
ん
、
田
崎
マ
ス

さ
ん
、
椎
名
サ
イ
さ
ん
の
長

寿
と
健
康
を
祝
い
、
そ
れ
ぞ

れ
久
保
木
村
長
よ
り
内
閣
総

理
大
臣
賀
寿
と
銀
杯
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
元
気
で
長
生

き
し
て
く
だ
さ
い
。

市
町
村
対
抗
ゴ
ル
フ
大
会

　

９
月
17
日
㈭
星
野
リ
ゾ
ー

ト
メ
ロ
ー
ウ
ッ
ド
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
（
磐
梯
町
）
に
お
い
て
、

第
17
回
福
島
県
市
町
村
対
抗

ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

大
会
に
は
65
チ
ー
ム
、
195

名
が
参
加
し
、
泉
崎
村
チ
ー

ム
は
33
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

代
表
選
手
及
び
関
係
者
の

方
々
お
疲
れ
様
で
し
た
。

市
町
村
対
抗
福
島
県
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会

　

10
月
18
日
㈰
相
馬
光
陽
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
場
（
相
馬
市
）

に
お
い
て
第
２
回
市
町
村
対

抗
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
試
合
に
北
塩
原
村
と

対
戦
し
７
対
８
と
健
闘
む
な

し
く
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
お
疲
れ

様
で
し
た
。

市
町
村
対
抗
福
島
県
軟

式
野
球
大
会

　

９
月
19
日
㈯
、
９
月
26

日
㈯
に
あ
づ
ま
球
場
（
福

島
市
）
に
お
い
て
第
９
回

市
町
村
対
抗
福
島
県
軟
式

野
球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
一
試
合
は
磐
梯
町
と

対
戦
し
４
対
２
と
勝
利
し
、

第
二
試
合
は
三
春
町
と
対

戦
し
１
対
５
と
善
戦
む
な

し
く
敗
退
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

　

選
手
の
み
な
さ
ん
お
疲

れ
様
で
し
た
。
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交
通
安
全
鼓
笛
パ
レ
ー
ド

　

９
月
29
日
㈫
、
泉
崎
第
一

小
学
校
鼓
笛
隊
が
、
演
奏
を

し
な
が
ら
交
通
安
全
を
呼
び

か
け
る
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
行

い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
児
童
は
、
第
一

小
学
校
か
ら
泉
崎
駅
、
泉
崎

村
役
場
へ
向
か
う
道
を
沿
道

の
保
護
者
や
、
近
所
の
住
民

の
方
々
の
声
援
を
受
け
な
が

ら
、
力
強
い
演
奏
に
「
交
通

事
故
ゼ
ロ
」
の
思
い
を
乗
せ

て
行
進
し
ま
し
た
。

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

山
本
壮
汰
君
、
東
北
ト
レ

セ
ン
マ
ッ
チ
に
出
場

　

将
来
、
福
島
県
代
表
、
Ｊ

リ
ー
グ
、
日
本
代
表
を
目
指

す
優
秀
な
選
手
を
発
掘
し
、

選
手
育
成
強
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
、
２
０
１
５

東
北
ト
レ
セ
ン
マ
ッ
チ
（
サ

ッ
カ
ー
）
が
岩
手
県
花
巻
市

で
開
催
さ
れ
、
泉
崎
中
１
年

山
本
壮
汰
君
が
福
島
県
選
抜

選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

山
本
君
は
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

の
Ｆ
Ｃ
レ
ガ
ッ
テ(

石
川
町)

に
所
属
し
て
い
ま
す
。

児
童
横
断
旗
の
贈
呈

　

９
月
29
日
㈫
泉
崎
村
交
通

安
全
母
の
会
よ
り
泉
崎
第
一

・
二
小
学
校
へ
児
童
登
校
用

の
横
断
旗
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

贈
呈
を
行
っ
た
母
の
会
中

畑
会
長
が｢

皆
さ
ん
の
交
通

安
全
を
願
っ
て
横
断
旗
を
作

り
ま
し
た
。
事
故
に
気
を
付

け
て
通
学
し
て
く
だ
さ
い
。｣

と
伝
え
る
と
、
一
小
代
表
松

原
さ
ん
、
二
小
代
表
郷
さ
ん

は
「
は
い
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
」
と
力
強
く
返

事
を
し
て
い
ま
し
た
。

交
通
安
全
テ
ン
ト
村
作
戦

　

９
月
30
日
㈬
交
通
死
亡

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
す
日
に
、

交
通
安
全
テ
ン
ト
村
作
戦

を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
交
通
安
全
協

会
・
母
の
会
・
白
河
警
察

署
員
が
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
や

反
射
材
な
ど
を
ド
ラ
イ
バ

ー
に
手
渡
し
、
安
全
運
転

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
期
、
夕

暮
れ
が
早
く
な
り
ま
す
の

で
安
全
運
転
で
事
故
ゼ
ロ

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

ワイズハーベスト㈱　スプリングポイント物流
〒969-0102  泉崎村関和久字上野舘295-1

衣料品　OUTLET
SPRING-POINT スプリング・ポイント

※お知らせ※

衣料品販売会は　毎月開催から
不定期開催へと変更いたします。
次回開催日は未定です。

お問い合せは　☎53－4621
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も
ち
つ
き
会
（
保
育
所
）

　

10
月
17
日
㈯
に
父
母
の
会

主
催
に
よ
る
、
も
ち
つ
き
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
歳
児
ち
ゅ
う
り
っ
ぷ
組
、

い
ち
ご
組
の
親
子
、
父
母
の

会
役
員
、
職
員
、
約
130
名
が

参
加
し
ま
し
た
。
も
ち
つ
き

の
歌
を
元
気
に
歌
い
、
も
ち

が
で
き
る
ま
で
の
話
を
聞
い

た
り
、
も
ち
を
つ
い
た
り
、

ま
る
め
る
体
験
を
し
て
、
子

ど
も
た
ち
は
待
ち
き
れ
な
い

様
子
で
し
た
。

　

も
ち
の
試
食
で
は
、
あ
ん

こ
、
き
な
粉
、
納
豆
、
大
根
、

け
ん
ち
ん
汁
が
あ
り
、
好
き

な
物
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
お

腹
い
っ
ぱ
い
大
満
足
で
し
た
。

参
加
し
た
保
護
者
の
方
に
も

喜
ば
れ
、
と
て
も
和
や
か
な

会
食
と
な
り
ま
し
た
。

　

杵
と
臼
を
使
っ
た
日
本
の

伝
統
あ
る
「
も
ち
つ
き
」
の

行
事
に
参
加
す
る
こ
と
が
で

き
、
良
い
経
験
に
な
っ
た
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　

父
母
の
会
役
員
の
皆
様
、

お
手
伝
い
を
い
た
だ
い
た
保

護
者
の
皆
様
に
、
心
よ
り
感

泉
崎
横
穴
周
辺
清
掃
活
動

　

峠
寿
ク
ラ
ブ
（
金
沢
富
雄

会
長
、
会
員
35
名
）
は
、
10

月
７
日
㈬
横
穴
周
辺
の
清
掃

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

峠
寿
ク
ラ
ブ
で
は
、
春
と

秋
の
年
２
回
こ
の
清
掃
を
し

て
お
り
、
10
月
10
日
㈯
は
泉

崎
横
穴
の
一
般
公
開
に
な
る

の
で
大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。

中
学
１
年
生
へ
記
念
品
贈
呈

　

10
月
１
日
㈭
、
泉
崎
村
防

犯
指
導
隊
と
泉
崎
村
保
護
司

会
か
ら
、
中
学
１
年
生
へ
記

念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

指
導
隊
長
の
小
針
さ
ん
、

保
護
司
会
の
須
藤
さ
ん
か
ら

記
念
品
の
、
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

と
筆
記
用
具
が
１
年
生
代
表

の
鈴
木
さ
ん
、
年
本
さ
ん
へ

そ
れ
ぞ
れ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

泉
崎
中
駅
伝
チ
ー
ム
県
大

会
出
場

　

泉
崎
中
駅
伝
チ
ー
ム
は
、

９
月
１
日
㈫
開
催
さ
れ
た
東

西
し
ら
か
わ
中
学
校
駅
伝
大

会
で
優
勝
し
、
県
大
会
に
出

場
し
ま
し
た
。

　

県
大
会
は
10
月
９
日
㈮
西

郷
村
台
上
コ
ー
ス
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も
入

賞
は
逃
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

｢

愛
郷
の
輝
き
交
流
事
業｣

秋
晴
れ
の
中
、
稲
刈
体
験

　

稲
刈
り
体
験
は
、
10
月
４

日
㈰
に
踏
瀬
字
長
峯
地
内
の

（
草
野
様
所
有
）
田
ん
ぼ
に

て
行
わ
れ
、
天
王
台
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
の
住
民
の
方
々
な
ど

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

約
30
名
の
参
加
の
も
と
に
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
中
、
参
加
者
の

皆
さ
ん
は
黄
金
色
に
輝
く
酒

米
「
夢
の
香
」
を
、
鎌
を
用

い
刈
り
取
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

刈
取
り
後
、
参
加
者
全
員

で
食
事
を
し
な
が
ら
歓
談
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
刈
り
取
ら
れ

た
お
米
は
、｢

愛
郷
の
輝
き｣

と
し
て
12
月
上
旬
に
は
村
内

の
酒
販
販
売
所
に
て
販
売
い

た
し
ま
す
の
で
お
楽
し
み
に

お
待
ち
く
だ
さ
い
。
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12
月
４
日
か
ら
10
日
は

『
人
権
週
間
』

　

村
で
は
、
人
権
週
間
に
合
わ

せ
て
、
『
特
設
人
権
相
談
所
』

を
開
設
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

困
り
ご
と
や
悩
み
ご
と
な
ど
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

12
月
４
日
㈮

　
　
　
　

10
：
00
～
15
：
00

〇
場
所　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
相
談
委
員　

人
権
擁
護
委
員

　

古
宇
田
榮
増
・
兼
子
春
枝

　

住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

無
料
調
停
相
談

〇
日
時　

11
月
20
日
㈮

　
　
　
　

10
：
00
～
16
：
30

　
　
　
　

（
予
約
不
要
）

〇
会
場　

白
河
市
中
央
公
民
館

〇
内
容　

離
婚
、
相
続
、
土
地

・
建
物
、
金
銭
等
を
め
ぐ
る
問

題
な
ど
（
秘
密
厳
守
）

　

白
河
調
停
協
会
（
白
河
裁
判

所
内
）

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
５
５
５
５

心
の
相
談
会

　

心
理
士
に
よ
る
心
の
相
談
会

を
実
施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料

で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

心
の
悩
み
で
お
悩
み
の
方
、

又
は
そ
の
家
族
の
方
は
こ
の
機

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。

〇
日
時　

応
相
談

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

心
配
ご
と
相
談
所

　

村
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
心

配
な
こ
と
が
あ
っ
て
困
っ
て
い

る
方
の
た
め
に
、
毎
月
第
２
土

曜
日
に
心
配
ご
と
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

11
月
14
日
㈯

　
　
　
　

10
：
00
～
12
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
相
談
員　

村
民
生
委
員

　

小
林
伸
幸
・
三
浦
耕
志
朗

　

泉
崎
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
５
５
５

西
白
河
地
方
森
林
組
合

員
（
森
林
所
有
者
）
の

皆
様
へ

　

東
京
電
力
の
原
発
事
故
に
伴

う
「
森
林
の
賠
償
」
が
始
ま
り
、

賠
償
請
求
に
必
要
な
証
明
書

（
森
林
簿
）
の
発
行
を
い
た
し

ま
す
。

　

こ
の
「
森
林
の
賠
償
」
は
、

原
発
事
故
に
よ
り
「
し
い
た
け

原
木
」
の
出
荷
が
制
限
さ
れ
て

い
る
広
葉
樹
を
対
象
と
し
て
い

ま
す
が
、
次
の
条
件
を
満
た
す

場
合
は
「
針
葉
樹
を
含
め
た
所

有
森
林
の
全
て
」
が
算
定
対
象

に
な
り
ま
す
。

〇
所
有
の
森
林
に
一
筆
以
上
広

葉
樹
が
あ
る
。
（
森
林
簿
に
記

載
さ
れ
て
い
る
）

〇
そ
の
広
葉
樹
が
20
年
生
以
下

（
森
林
簿
で
は
50
年
生
以
下
）

で
あ
る
。

　

ま
だ
、
未
請
求
の
組
合
員
は
、

次
の
書
類
を
準
備
し
て
西
白
河

地
方
森
林
組
合
に
お
届
け
く
だ

さ
い
。
（
郵
送
可
）

〇
固
定
資
産
税
課
税
明
細
書

（
平
成
22
年
分
以
降
の
も
の
）

の
写
し
、
森
林
簿
交
付
（
一
部

証
明
）
申
請
書
、
請
求
者
情
報

に
関
す
る
同
意
書

　

西
白
河
地
方
森
林
組
合

☎
０
２
４
８
・
２
７
・
７
２
８
８

（
賠
償
担
当
）

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
１
０
３
７

（
森
林
組
合
）

※
森
林
組
合
員
以
外
の
方
は
、

東
京
電
力
株
式
会
社　

福
島
原

子
力
補
償
相
談
室
ま
で
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
１
２
０
・
９
２
６
・
５
９
６

(

受
付
時
間
９
：
00
～
21
：
00)

女
性
の
人
権

　
　
　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国

人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
11

月
16
日
㈪
か
ら
11
月
22
日
㈰
ま

で
の
７
日
間
、
全
国
一
斉
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強

化
週
間
と
し
て
、
夫
・
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
や
ス
ト
ー
カ

ー
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
、

電
話
相
談
の
取
組
を
強
化
し
ま

す
。
相
談
は
、
無
料
で
秘
密
は

守
ら
れ
ま
す
。
人
権
擁
護
委
員

及
び
法
務
局
職
員
が
対
応
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
強
化
週
間
の
期
間
以

外
の
日
（
土
・
日
・
祝
日
を
除

く
。
）
に
お
い
て
も
、
８
：
30

～
17
：
15
ま
で
、
相
談
に
応
じ

問 問

問 問

相
　
談

案
　
内

インフォメーション Information

問
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て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

〇
日
時　

11
月
16
日
㈪
～
22
日

㈰　

８
：
30
～
19
：
00

　

た
だ
し
、
11
月
21
日
㈯
、
22

日
㈰
は
10
：
00
～
17
：
00

〇
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
・
０
７
０
・
８
１
０

　

福
島
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課☎
０
２
４
・
５
３
４
・
１
９
９
４

東
日
本
大
震
災
復
興
特

別
区
域
法
に
お
け
る
確

定
拠
出
年
金
法
の
特
例

の
申
請
期
限
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
12
月
26
日
に
施
行

さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
復
興
特

別
区
域
法
（
復
興
特
区
法
）
に

よ
り
、
特
定
地
方
公
共
団
体
が

確
定
拠
出
年
金
法
に
お
け
る
脱

退
一
時
金
を
活
用
し
た
地
域
振

興
事
業
を
復
興
推
進
計
画
に
盛

り
込
み
、
内
閣
総
理
大
臣
の
認

定
を
受
け
た
場
合
、
脱
退
一
時

金
の
支
給
要
件
が
特
例
的
に
緩

和
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
特
例
は
平
成
28
年
３
月

ま
で
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

特
例
の
適
用
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
期
限
ま
で
に
次
の
請
求
先

に
請
求
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〇
特
例
要
件
の
内
容

　

震
災
発
生
日
に
確
定
拠
出
年

金
（
企
業
型
又
は
個
人
型
）
の

加
入
者
で
あ
っ
た
方
が
、
次
の

い
ず
れ
の
要
件
も
満
た
す
場
合
、

脱
退
一
時
金
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

①
震
災
発
生
日
に
特
定
地
方
公

共
団
体
に
住
所
を
有
し
、
震
災

に
よ
り
住
居
又
は
家
財
が
全
半

壊
等
し
て
い
る
こ
と

②
震
災
発
生
か
ら
２
年
以
内
に

震
災
に
よ
り
退
職
等
（
※
）
し
、

請
求
時
点
で
第
２
号
被
保
険
者

で
な
い
こ
と

（
※
）
震
災
発
生
日
に
個
人
型

加
入
者
で
あ
っ
た
方
は
、
２
年

以
内
に
運
用
指
図
者
と
な
っ
て

い
る
こ
と

③
請
求
日
の
前
月
ま
で
６
ヶ
月

以
上
個
人
型
の
掛
金
の
拠
出
が

な
い
こ
と

④
60
歳
未
満
で
あ
る
こ
と

⑤
障
害
給
付
金
の
受
給
者
で
な

い
こ
と

⑥
請
求
時
点
の
年
金
資
産
額
が

100
万
円
以
下
で
あ
る
こ
と

⑦
脱
退
一
時
金
を
復
興
推
進
計

画
に
盛
り
込
ま
れ
た
事
業
（
生

活
再
建
等
）
に
使
用
す
る
と
見

込
ま
れ
る
者
と
し
て
特
定
地
方

公
共
団
体
の
長
が
認
め
た
者
で

あ
る
こ
と

〇
お
問
い
合
わ
せ
先
請
求
先

【
当
特
例
に
係
る
請
求
先
】

国
民
年
金
基
金
連
合
会

☎
０
３
・
５
４
１
１
・
６
１
２
９

【
当
特
例
の
制
度
に
関
す
る
照

会
】

厚
生
労
働
省
年
金
局

☎
０
３
・
３
５
９
５
・
２
８
６
５

【
復
興
特
区
法
全
般
に
関
す
る

照
会
】

復
興
庁
復
興
特
区
班

☎
０
３
・
５
５
４
５
・
７
２
３
０

山
火
事
防
止
強
化
月
間

　

乾
燥
し
や
す
く
、
農
作
業
な

ど
で
火
を
扱
う
こ
と
や
キ
ノ
コ

狩
り
や
紅
葉
狩
り
で
森
林
へ
入

る
機
会
の
増
え
る
期
間
を
「
山

火
事
予
防
強
化
月
間
」
と
し
て

設
定
し
て
啓
発
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

〇
期
間

　

10
月
20
日
か
ら
12
月
20
日

〇
注
意
事
項

①
枯
れ
草
等
の
あ
る
火
災
が
起

こ
り
や
す
い
場
所
で
は
、
た
き

火
を
し
な
い
こ
と
。

②
強
風
時
及
び
乾
燥
時
に
は
、

た
き
火
、
火
入
れ
を
し
な
い
こ

と
。

③
火
を
使
用
す
る
場
合
は
、
火

の
そ
ば
を
離
れ
ず
、
使
用
後
は

完
全
に
消
火
す
る
こ
と
。

④
火
入
れ
を
行
う
際
、
市
町
村

長
の
許
可
を
必
ず
受
け
る
と
と

も
に
、
十
分
な
実
施
体
制
を
と

る
こ
と
。

⑤
た
ば
こ
は
、
指
定
さ
れ
た
場

所
で
喫
煙
し
、
吸
い
殻
は
必
ず

消
す
と
と
も
に
、
投
げ
捨
て
を

し
な
い
こ
と
。

⑤
小
さ
な
子
供
の
い
る
ご
家
庭

に
お
い
て
は
、
火
遊
び
を
さ
せ

な
い
こ
と
。

　

県
南
農
林
事
務
所
森
林
林
業

部
林
業
課

☎
０
２
４
７
・
３
３
・
２
１
２
１

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

税
務
署
で
は
、
適
正
か
つ
公

平
な
課
税
を
実
現
す
る
た
め
、

不
動
産
使
用
料
の
支
払
調
書
を

は
じ
め
と
す
る
各
種
情
報
を
収

集
・
分
析
す
る
と
と
も
に
、
納

税
者
の
方
に
自
発
的
な
適
正
申

告
を
行
っ
て
い
た
だ
く
た
め
の

取
組
を
充
実
さ
せ
て
い
く
こ
と

と
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
、
仙
台
国
税
局
管
内
の

税
務
署
に
お
い
て
、
書
面
で
の

お
尋
ね
な
ど
に
よ
り
申
告
内
容

の
自
主
的
な
見
直
し
を
呼
び
掛

け
る
取
組
を
行
っ
た
結
果
、
不

動
産
所
得
の
申
告
漏
れ
や
計
算

誤
り
の
あ
っ
た
方
か
ら
修
正
申

告
書
等
が
提
出
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

問

問
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納
税
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
適
正
申
告
を
行
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
申
告
内
容
の

自
己
点
検
（
見
直
し
）
を
実
施

し
て
い
た
だ
き
、
誤
り
が
あ
っ

た
場
合
に
は
自
主
的
な
修
正
申

告
書
等
の
提
出
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
調
査
に
よ
ら
な
い
自
主
的
な

修
正
申
告
書
の
提
出
に
つ
い
て

は
、
過
少
申
告
加
算
税
は
課
さ

れ
ま
せ
ん
（
無
申
告
又
は
当
初

申
告
が
期
限
後
申
告
の
場
合
は
、

無
申
告
加
算
税
が
課
さ
れ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
）

　

白
河
税
務
署

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
７
１
１
１

東
京
電
力
㈱
か
ら
支
払

い
を
受
け
る
営
業
損
害

（
将
来
分
）
に
対
す
る

賠
償
金
の
所
得
税
法
上

の
取
扱
い
等
に
つ
い
て

　

避
難
指
示
等
に
よ
り
業
務
に

従
事
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
や
い
わ
ゆ
る
風
評
被
害

な
ど
に
よ
る
減
収
分
に
対
し
て

支
払
を
受
け
る
賠
償
金
は
、
事

業
所
得
等
の
収
入
金
額
に
な
り

ま
す
。

　

今
般
、
新
た
な
営
業
損
害
賠

償
と
し
て
一
括
で
支
払
を
受
け

る
営
業
損
害
（
将
来
分
）
に
対

す
る
賠
償
金
（
※
１
）
に
つ
い

て
は
、
一
定
の
事
実
が
生
じ
た

場
合
に
は
精
算
す
る
こ
と
が
予

定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
精

算
の
対
象
期
間(

５
年
＝
60
月)

中
の
時
の
経
過
に
応
じ
、
精
算

の
対
象
期
間
中
の
各
年
分
の
収

入
（
※
２
）
と
し
て
事
業
所
得

等
の
収
入
金
額
に
算
入
し
ま
す
。

　

な
お
、
中
小
法
人
の
収
益
計

上
時
期
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。

※
１　

平
成
27
年
３
月
（
避
難

指
示
区
域
外
に
あ
っ
て
は
平
成

27
年
８
月
）
以
降
将
来
に
わ
た

る
損
害
に
対
し
て
、
減
収
率

100
％
の
年
間
逸
失
利
益
の
２
倍

（
避
難
指
示
区
域
外
に
あ
っ
て

は
直
近
の
減
収
に
も
と
づ
く
年

間
逸
失
利
益
の
２
倍
）
が
一
括

し
て
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

※
２　

毎
月
、
賠
償
金
の
額
の

60
分
の
１
相
当
額
を
60
か
月
に

わ
た
り
事
業
所
得
等
の
総
収
入

金
額
に
算
入
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
税
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　

白
河
税
務
署

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
７
１
１
１

（
自
動
音
声
に
従
っ
て
「
２
」

を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
）

道
路
上
に
張
り
出
し
て

い
る
樹
木
の
伐
採
に
つ

い
て
（
お
願
い
）

　

樹
木
や
生
垣
の
伐
採
・
剪
定

を
し
て
適
切
な
管
理
を
し
ま
し

ょ
う
。
車
道
に
樹
木
や
生
垣
が

張
り
出
し
て
い
る
と
通
行
し
づ

ら
い
だ
け
で
な
く
、
交
通
障
害

を
引
き
起
こ
す
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

私
有
地
か
ら
張
り
出
し
て
い

る
樹
木
は
土
地
所
有
者
の
方
に

所
有
権
が
あ
る
た
め
、
村
で
伐

採
・
剪
定
が
で
き
ま
せ
ん
。

（
民
法
第
233
条
）

　

樹
木
や
生
垣
等
が
道
路
に
は

み
出
し
て
い
る
こ
と
が
原
因
で

事
故
等
が
発
生
し
た
場
合
は
、

所
有
者
の
方
が
損
害
賠
償
責
任

を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
民
法
第
717
条
、
道
路
法
第
43

条
）

　

樹
木
や
生
垣
等
の
所
有
者
の

皆
様
に
は
適
切
な
管
理
を
し
て

い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

事
業
課
建
設
水
道
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
４

秋
季
全
国
火
災

　
　
　
　
　

予
防
運
動

〇
防
火
標
語

「
無
防
備
な　

心
に
火
災
が

か
く
れ
ん
ぼ
」

〇
実
施
期
間

　

11
月
９
日
㈪
～
11
月
15
日
㈰

ま
で
の
７
日
間

〇
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

【
３
つ
の
習
慣
】

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

【
４
つ
の
対
策
】

④
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

⑤
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
物
品
を
使
用
す
る
。

⑥
火
災
は
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

⑦
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由 

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

〇
放
火
火
災
防
止
対
策

　

放
火
及
び
放
火
の
疑
い
は
平

成
26
年
出
火
原
因
第
１
位

【
予
防
の
ポ
イ
ン
ト
】

①
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い

物
を
置
か
な
い
よ
う
に
す
る
。

問

問

問
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②
ご
み
は
収
集
日
に
出
す
。

③
物
置
、
車
庫
、
空
き
家
に
は

鍵
を
か
け
る
。

④
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
の
ボ
デ
ィ

ー
カ
バ
ー
に
は
防
炎
品
を
用
い

る
。

⑤
隣
近
所
と
一
緒
に
放
火
さ
せ

な
い
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

　

矢
吹
消
防
署
泉
崎
中
島
分
署

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
９
７
８

県
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ
の

直
接
捕
獲
事
業
の
実
施

に
つ
い
て

〇
事
業
内
容

　

県
で
は
、
生
息
数
の
増
加
や

生
息
地
が
拡
大
し
、
農
林
業
や

生
活
環
境
に
被
害
を
及
ぼ
し
て

い
る
イ
ノ
シ
シ
に
つ
い
て
、
捕

獲
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
、
今

年
度
か
ら
県
に
よ
る
イ
ノ
シ
シ

の
直
接
捕
獲
事
業
を
実
施
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

〇
事
業
実
施
者

　

一
般
社
団
法
人
福
島
県
猟
友

会
に
事
業
を
委
託
し
て
捕
獲
を

実
施
し
ま
す
。
（
実
際
に
捕
獲

す
る
人
は
、
県
か
ら
「
従
事
者

証
」
を
交
付
さ
れ
た
、
地
元
の

猟
友
会
員
の
方
々
で
す
。
）

〇
実
施
場
所

　

避
難
指
示
区
域
を
除
く
県
内

全
域
で
実
施
し
ま
す
。
（
鳥
獣

保
護
区
な
ど
制
限
が
あ
る
場
所

で
は
実
施
し
ま
せ
ん
。
）

〇
実
施
期
間

　

９
月
～
３
月
（
市
町
村
に
よ

っ
て
捕
獲
す
る
時
期
が
異
な
り

ま
す
。
）

〇
お
願
い

　

イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
の
箱
わ
な

や
く
く
り
わ
な
を
設
置
し
て
い

る
場
所
に
は
、
標
識
や
看
板
を

設
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
近
寄

ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
わ
な
に
か
か
っ
た
イ

ノ
シ
シ
な
ど
に
は
、
い
た
ず
ら

を
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
（
イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
は
、

ほ
か
に
市
町
村
の
有
害
駆
除
や

狩
猟
で
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

注
意
点
は
同
じ
で
す
。
）

　

福
島
県
自
然
保
護
課

☎
０
２
４
・
５
２
１
・
７
２
１
０

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月

間
」
、
11
月
30
日
（
い

い
み
ら
い
）
は
「
年
金

の
日
」
で
す
！

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
厚
生

労
働
省
と
協
力
し
て
、
毎
年
11

月
を
「
ね
ん
き
ん
月
間
」
と
位

置
付
け
、
国
民
の
皆
さ
ま
に
公

的
年
金
制
度
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
普
及

・
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
次
の
と
お
り

で
す
。

〇
年
金
相
談
の
窓
口
と
し
て
全

国
各
地
で
「
出
張
年
金
相
談
」

の
開
設

〇
大
学
・
高
校
な
ど
の
教
育
機

関
や
事
業
所
等
へ
出
向
い
て
の

年
金
セ
ミ
ナ
ー
や
年
金
制
度
説

明
会
の
開
催

〇
年
金
委
員
を
対
象
と
し
た
研

修
会
の
開
催

　

ま
た
、
11
月
30
日
は
、
ご
自

身
の
年
金
記
録
や
年
金
受
給
見

込
み
額
を
確
認
し
老
後
の
生
活

設
計
に
思
い
を
巡
ら
し
て
い
た

だ
く
「
年
金
の
日
」
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
「
ね
ん

き
ん
ネ
ッ
ト
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

住
民
福
祉
課
住
民
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
３
・
２
１
１
２

児
童
虐
待
を

　
　

防
ぎ
ま
し
ょ
う
！

　

毎
年
11
月
は
、
「
児
童
虐
待

防
止
推
進
月
間
」
で
す
。

　

児
童
虐
待
は
、
「
子
ど
も
へ

の
暴
力
」
「
食
事
や
着
替
え
を

さ
せ
な
い
」
「
学
校
へ
行
か
せ

な
い
」
「
不
衛
生
に
さ
せ
る
」

「
脅
す
」
「
無
視
す
る
」
「
性

的
な
こ
と
を
す
る
」
な
ど
様
々

で
す
。

　

児
童
虐
待
を
防
ぐ
に
は
、

「
自
分
の
子
ど
も
に
対
す
る
接

し
方
に
注
意
を
払
う
。
」
「
隣

近
所
の
見
守
り
。
」
が
必
要
で

す
。

　

虐
待
か
も
と
思
っ
た
時
な
ど

に
、
す
ぐ
に
児
童
相
談
所
に
通

告
・
相
談
が
で
き
る
全
国
共
通

の
電
話
番
号
で
す
。

　

「
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ

イ
ヤ
ル
」
に
か
け
る
と
お
近
く

の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が
り
ま

す
。

　

通
告
・
相
談
は
、
匿
名
で
行

う
こ
と
も
で
き
、
通
告
・
相
談

を
し
た
人
、
そ
の
内
容
に
関
す

る
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

〇
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

ヤ
ル
（
３
桁
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
１
８
９
（
い
ち
は
や
く
）

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
生
徒
募
集

　

15
歳
か
ら
17
歳
未
満
の
男
子

が
対
象
の
採
用
試
験
で
す
。
入

校
と
同
時
に
、
特
別
職
国
家
公

務
員
に
な
り
通
信
制
の
高
等
学

校
教
育
を
受
け
な
が
ら
将
来
、

自
衛
隊
の
技
術
陸
曹
を
養
成
す

る
制
度
で
す
。

問

問

問

募
　
集

一
般
採
用
試
験

〇
受
付
期
間　

11
月
１
日
～
平

成
28
年
１
月
８
日

〇
１
次
試
験
期
日　

平
成
28
年

１
月
23
日
㈯

〇
会
場　

白
河
市
産
業
プ
ラ
ザ

人
材
育
成
セ
ン
タ
ー

〇
試
験
科
目　

国
・
社
・
数
・

理
・
英
、
作
文
（
500
字
）

〇
２
次
試
験　

１
次
試
験
合
格

者
の
み
案
内
い
た
し
ま
す
。
口

述
試
験
・
身
体
検
査

推
薦
採
用
試
験

〇
受
付
期
間　

11
月
１
日
～
平

成
27
年
12
月
４
日

〇
試
験
日　

平
成
28
年
１
月
９

日
～
12
日
の
指
定
す
る
１
日

〇
会
場　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工

科
学
校(

神
奈
川
県
横
須
賀
市)

〇
試
験
科
目　

口
述
試
験
・
筆

記
試
験
・
身
体
検
査

　

自
衛
隊
福
島
地
方
協
力
本
部

白
河
地
域
事
務
所

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
０
３
７
２

健
康
講
演
会
開
催
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

〇
日
時　

11
月
16
日
㈪

催
　
し

問
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インフォメーション Information

温かいつけ汁『鶏南蛮そば』始めました

　
　
　
　

13
：
30
～

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉

　
　
　
　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

〇
内
容

　

笑
い
と
健
康
に
つ
い
て

〇
講
師　

福
島
県
立
医
科
大
学

疫
学
講
座　

広
崎
真
弓　

助
教

　

住
民
福
祉
課
福
祉
グ
ル
ー
プ

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
３
３
３

こ
こ
ろ
ん
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
ア
ー
ト
展

　

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
芸

術
家
の
方
や
芸
術
活
動
を
さ
れ

て
い
る
方
々
の
ご
協
力
を
得
な

が
ら
、
こ
こ
ろ
ん
の
絵
画
教
室

（
絵
画
・
カ
ラ
ー
セ
ラ
ピ
ー
）

を
利
用
し
て
い
る
利
用
者
の
作

品
発
表
と
合
同
で
、
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ア
ー
ト
展
を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時　

11
月
21
日
㈯
～
22
日

㈰　

10
：
00
～
17
：
00

　

た
だ
し
、
22
日
㈰
は
16
：
00

ま
で
。

〇
場
所　

生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

こ
こ
ろ
ん

　

社
会
福
祉
法
人
こ
こ
ろ
ん

☎
０
２
４
８
・
５
４
・
１
１
１
５

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
介

護
職
ミ
ニ
面
接
相
談
会

　

介
護
の
事
業
所
を
４
社
招
い

て
、
直
接
担
当
者
と
相
談
や
面

接
が
で
き
る
「
介
護
職
ミ
ニ
面

接
相
談
会
」
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

〇
日
時　

11
月
13
日
㈮

　
　
　
　

13
：
30
～
15
：
30

〇
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河

　

仕
事
の
内
容
や
、
や
り
が
い

等
に
つ
い
て
事
業
所
よ
り
説
明

い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
介
護
職

に
興
味
あ
る
方
は
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
（
事
前
の
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
）

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
白
河
職
業
相

談
部
門

☎
０
２
４
８
・
２
４
・
１
２
５
６

ふ
く
し
ま
大
卒
等
合
同

就
職
面
接
会

　

平
成
28
年
３
月
に
大
学
等
を

卒
業
予
定
の
学
生
等
を
対
象
に
、

県
内
企
業
と
面
接
す
る
機
会
を

提
供
し
、
併
せ
て
新
卒
応
援
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
等
に
よ
る
職
業
相

談
な
ど
各
種
支
援
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、
県
内
就
職
の
促
進
と

県
内
企
業
の
人
材
確
保
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま

す
。

〇
日
時　

11
月
28
日
㈯

　
　
　
　

11
：
00
～
16
：
00

〇
場
所　

　

ラ
コ
パ
福
島
（
福
島
市
）

〇
参
加
対
象
学
生
等

　

平
成
28
年
３
月
大
学
院
・
大

学
・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学

校
・
専
修
学
校
等
の
新
規
卒
業

予
定
者

　

平
成
25
年
３
月
以
降
に
大
学

院
・
大
学
・
短
期
大
学
・
高
等

専
門
学
校
・
専
修
学
校
等
を
卒

業
し
た
方
で
未
就
職
卒
業
者

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://hyum
a.sakura.ne.jp/

syushoku.htm
l

　

年
度
後
半
に
お
け
る
集
中
的

な
就
職
面
接
会
開
催
事
業
事
務

局
：
㈱
飛
馬

☎
０
２
４
６
・
３
８
・
６
１
１
７

第
32
回
黒
羽
矯
正
展

　

矯
正
展
は
、
刑
務
所
や
少
年

院
等
で
円
滑
な
社
会
復
帰
の
た

め
に
実
施
し
て
い
る
作
業
、
職

業
訓
練
、
教
育
な
ど
の
活
動
状

況
や
矯
正
施
設
に
収
容
さ
れ
て

い
る
人
の
生
活
の
様
子
な
ど
矯

正
施
設
の
実
情
を
広
く
一
般
の

方
々
に
紹
介
し
て
、
矯
正
行
政

に
対
す
る
ご
理
解
を
い
た
だ
く

た
め
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

〇
日
時　

11
月
23
日
㈪

　
　
　
　

９
：
00
～
15
：
00

〇
会
場　

黒
羽
刑
務
所
（
栃
木

県
大
田
原
市
）

〇
内
容　

全
国
の
刑
務
所
や
少

年
院
等
に
収
容
さ
れ
て
い
る
受

刑
者
等
が
、
社
会
復
帰
を
目
指

し
て
、
作
業
に
取
組
み
、
技
術

を
身
に
付
け
た
成
果
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、
写
真
や
パ
ネ

ル
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
毎

年
実
施
し
て
大
変
好
評
を
い
た

だ
い
て
い
る
施
設
内
の
見
学
を

本
年
も
実
施
い
た
し
ま
す
。
加

え
て
、
当
所
の
刑
務
作
業
の
一

つ
で
あ
る
ス
テ
ン
ド
製
品
制
作
、

洋
裁
製
品
制
作
、
Ｐ
Ｐ
バ
ン
ド

製
品
制
作
の
作
業
体
験
コ
ー
ナ

ー
、
受
刑
者
に
給
与
し
て
い
る

食
事
を
試
食
す
る
コ
ー
ナ
ー
も

設
け
ま
し
た
。

　

黒
羽
刑
務
所

☎
０
２
８
７
・
５
４
・
１
１
９
８

年
末
調
整
説
明
会

　

平
成
27
年
分
の
年
末
調
整
関

係
事
務
の
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。

〇
日
時　

11
月
16
日
㈪

　
　
　
　

13
：
30
～
15
：
30

〇
会
場　

棚
倉
町
立
図
書
館

〇
対
象
地
域　

棚
倉
町
、
塙
町
、

矢
祭
町
、
鮫
川
村

〇
日
時　

11
月
17
日
㈫

午
前
の
部　

10
：
00
～
12
：
00

午
後
の
部　

13
：
00
～
15
：
30

〇
会
場

　

白
河
市
文
化
セ
ン
タ
ー

〇
対
象
地
域

午
前　

白
河
市
（
表
郷
地
区
・

東
地
区
を
除
く
）
、
矢
吹
町
、

泉
崎
村

午
後　

白
河
市
表
郷
地
区
・
東

地
区
、
西
郷
村
、
中
島
村

※
対
象
地
域
で
の
説
明
会
に
出

席
で
き
な
い
場
合
は
、
他
の
開

催
日
時
で
の
出
席
も
可
能
で
す
。

　

白
河
税
務
署
法
人
課
税
部
門

☎
０
２
４
８
・
２
２
・
７
１
１
１

問問

問

問

問

問

10月３日㈯幼稚園運動会
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
起

こ
る
、
普
通
の
か
ぜ
と
は
異

な
る
感
染
症
で
す
。

　

症
状
は
、
38
℃
以
上
の
発

熱
や
頭
痛
、
せ
き
、
鼻
水
、

の
ど
の
痛
み
、
全
身
倦
怠
感

や
関
節
の
痛
み
な
ど
で
す
。

普
通
の
か
ぜ
に
比
べ
て
全
身

症
状
が
強
い
の
が
特
徴
で
す
。

（
高
齢
期
で
は
症
状
が
出
に

く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
）

　

感
染
力
が
強
く
、
気
管
支

炎
や
肺
炎
な
ど
を
合
併
し
、

重
症
化
す
る
こ
と
が
多
い
の

も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

で
す
。

　

日
頃
か
ら
予
防
や
感
染
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

〇
帰
宅
し
た
時
や
食
事
を
す

　

る
前
に
は
必
ず
手
洗
い
と

　

う
が
い
を
し
ま
し
ょ
う
。

〇
マ
ス
ク
を
効
果
的
に
使
い

　

ま
し
ょ
う
。

〇
流
行
期
に
は
、
な
る
べ
く

　

不
要
な
外
出
を
控
え
、
人

　

ご
み
を
避
け
ま
し
ょ
う
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

平成27年度インフルエンザ予防接種のお知らせ

福祉グループ　☎５４・１３３３

〇
室
内
を
適
度
な
温
度
や
湿

　

度
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

〇
十
分
な
睡
眠
を
と
り
、
栄

　

養
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

〇
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り

　

ま
し
ょ
う
。
（
せ
き
や
く

　

し
ゃ
み
を
す
る
時
は
、
ハ

　

ン
カ
チ
や
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な

　

ど
で
鼻
や
口
を
押
さ
え
、

　

飛
沫
さ
せ
な
い
よ
う
に
心

　

が
け
る
）

　泉崎村では、65歳以上の方のインフルエンザワクチン接種と１歳から中学生までのお子さんの接種に伴う費
用助成を次のとおり行ないます。
　接種の際は県内の医療機関へ必ず電話または窓口で予約してから受けてください。
１　接種実施期間　10月15日㈭～12月28日㈪
２　対象者及び料金等
　（１）65歳以上の方（接種日に65歳になっていること）
　　　　※60歳以上65歳未満の方で心臓、腎臓、呼吸器の機能又はヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能に自
　　　　　己の身辺の日常生活活動が極度に制限される程度の障害（身体障害者手帳１級相当）を有する方も
　　　　　含む。
　　　ア　自己負担　１,２００円
　　　　※生活保護世帯の方は無料ですが、住民福祉課福祉グループで発行する証明書が必要となりますので、
　　　　　福祉グループ（保健福祉総合センター）に来て手続きしてください。
　　　イ　持参するもの　健康保険証又は後期高齢者医療受給者証（60歳～65歳未満で対象となる方は身体障
　　　　　　　　　　　　害者手帳も持参してください。）
　（２）１歳から中学生までの方
　　　　上記の接種期間に接種した方で、１回目の接種のみ、医療機関で支払い後、払い戻す方法で料金を助
　　　成します。接種後、①領収書、②母子健康手帳（接種記録が確認できる物）、③通帳（振込用）、④印
　　　鑑を持参し、平成28年１月29日までに住民福祉課福祉グループ（保健福祉総合センター）に来て手続き
　　　してください。それ以降は受け付けませんのでご注意ください。
　　　ア　助成する料金　自己負担１,２００円の差額の金額を払い戻します。
　　　　　但し、上限額は3,000円です。
３　留意事項
　　「65歳以上の方」以外の接種は予防接種法に基づかない任意接種であるため、健康被害が生じた際は、独
　立行政法人医薬品医療機器総合機構法に基づく救済制度の対象となる場合があります。予防接種法（定期接
　種）と比べて救済の対象や額等が異なりますのでご留意ください。
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肺
炎
と
は
、
肺
に
病
原
体

が
入
り
込
み
炎
症
が
起
き
る

病
気
の
こ
と
で
す
。

　

肺
胞
が
お
か
さ
れ
る
肺
胞

性
肺
炎
と
肺
胞
の
隔
壁
を
中

心
と
し
た
肺
の
間
質
が
お
か

さ
れ
る
間
質
性
肺
炎
と
が
あ

り
ま
す
。

　

通
常
は
空
気
か
ら
病
原
体

が
気
道
に
入
っ
て
、
気
管
支

を
通
っ
て
肺
に
い
た
り
発
症

し
ま
す
。

　

発
熱
、
悪
寒
、
せ
き
、
た

ん
、
呼
吸
困
難
な
ど
の
症
状

が
現
れ
ま
す
。

　

感
染
性
肺
炎
は
原
因
と
な

る
病
原
体
の
種
類
に
よ
っ
て

「
細
菌
性
肺
炎
」
と
「
非
細

菌
性
肺
炎
」
と
に
大
別
で
き

ま
す
。

　

細
菌
性
肺
炎
の
原
因
と
な

る
細
菌
に
は
、
肺
炎
球
菌
、

黄
色
ブ
ド
ウ
球
菌
、
大
腸
菌
、

緑
膿
菌
な
ど
が
あ
り
、
特
に

重
症
と
な
り
や
す
い
肺
炎
を

起
こ
す
の
が
肺
炎
球
菌
で
す
。

　

非
細
菌
性
肺
炎
の
原
因
と

な
る
細
菌
に
は
、
細
菌
以
外

の
ウ
ィ
ル
ス
や
マ
イ
コ
プ
ラ

ズ
マ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
結
核
菌
も
細
菌
の

一
種
で
す
が
、
結
核
菌
に
よ

る
肺
の
感
染
症
は
肺
結
核
と

呼
ば
れ
、
肺
炎
と
は
区
別
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

泉
崎
南
東
北
診
療
所
で
は

「
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ

ン
」
の
定
期
接
種
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
は
、

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
な
ど

の
感
染
症
を
予
防
し
、
重
症

化
を
防
ぐ
ワ
ク
チ
ン
で
す
。

　

定
期
接
種
と
し
て
の
公
費

助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
対

象
と
な
る
年
齢
が
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
し
く
は
受
付
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
受
付
を
し
て
お
り

ま
す
》

　

外
来
に
て
、
10
月
15
日
よ

り
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

■
肺
炎
に
つ
い
て

診療所外来 11月担当医
月 火 水 木 金 土 日

午　前
受付時間
8：30～
11：30

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小鹿山博之
内科・脳外科

小林利男
整形外科・内科

内藤　梓
消化器内科・外科 

総合南東北病院
心臓血管外科

休

診

小林奈美江
眼科

内藤　梓
消化器内科・外科 

内藤　梓
消化器内科・外科

11/5.26 

小林利男
整形外科・内科

11/6

消化器内科医師
第1・3土曜日

小児科医師
11/12.26

内藤　梓
第2・4土曜日

午　後
受付時間

13：30～
16：00

北原正樹
形成・皮膚・禁煙

内藤　梓
消化器内科・外科 

小鹿山博之
内科・脳外科

内藤　梓
消化器内科・外科

11/5.12.26  

内藤　梓
消化器内科・外科

小林利男
第1・3土曜日

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

小林利男
整形外科・内科

11/6

内藤　梓
第2・4土曜日

緑川博文
心臓血管外科

小児科医師
11/12.26

11/2 月曜日午後
（14：00～16：30）

小児科 受付
14：30 まで

ン
の
接
種
を
開
始
し
て
お
り
ま

す
。

　

午
後
に
接
種
を
希
望
さ
れ
る

際
は
、
電
話
に
て
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

　

就
学
前
の
お
子
さ
ん
は
、
11

月
12
日
㈭
、
26
日
㈭
の
小
児
科

医
師
に
よ
る
接
種
を
お
勧
め
い

た
し
ま
す
。

問

〇
日
時　

11
月
７
日
㈯

　

開
場　

13
：
30
～

　

開
演　

14
：
00
～
15
：
00

〇
会
場　

泉
崎
村
保
健
福
祉
総

合
セ
ン
タ
ー　

集
団
検
診
室

〇
入
場
料　

無
料

〇
演
題　

「
幸
せ
な
老
後
の
た

め
に
～
ど
う
循
環
器
疾
患
と
向

き
合
う
べ
き
か
？
～
」

〇
講
師　

総
合
南
東
北
病
院

　
　
　
　

循
環
器
・
血
管
外
科

　
　
　
　

緑
川　

博
文　

先
生

■
泉
崎
南
東
北
公
開
講
座
の

お
知
ら
せ

※都合により診療時間や医師の変更がある場合がありますので、詳しい診療案内等は当診療所へお電話にてお
　問い合わせください。
※ 11 月 6 日（金）終日、11 月 12 日（木）午前中、11 月 19 日（木）終日、内藤先生不在となります。
※ 11 月 2 日（月）終日、北原先生不在となります。
※小児科の受付は 14：30 までとなります。水曜日の受付は 14：30 までとなります。
※二種混合、麻疹、風疹などの予防接種は随時実施しております。
※日曜・祝祭日・年末年始の休日の当番医は☎ 0248-23-9909（しらかわ情報センター）で確認いただけます。
　泉崎南東北診療所　☎ 0248-53-2415
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一　般　書 児　童　書 え　ほ　ん
  奇跡の人　The Miracle Worker
　　　　　 原田　マハ著／双葉社
　　　　　　　　　　(2014年刊)

  仮面ライダーみ～つけた！
　　　　　　　　　　　ポプラ社
　　　　　　　　　　(2014年刊)

  かばんうりのガラコ
　　　　　島田　ゆか著／文溪堂
　　　　　　　　　　(1997年刊)

  若年性アルツハイマーの母と生きる
　　 岩佐　まり著／KADOKAWA
　　　　　　　　　　(2015年刊)

  イチゴ村のお話たち ハッピーパン
  やきたてです　エム·エーフィールド著
　　　　学研教育出版(2014年刊)

  どうしたのブタくん
 みやにし　たつや著／すずき出版
　　　　　　　　　　(2013年刊)

  天空の蜂　新装版
　　　　　東野　圭吾著／講談社
　　　　　　　　　　(2015年刊)

 １０分で読めるこわい話
　　熊谷　多津子撰／学研教育出版
　　　　　　　　　　(2012年刊)

  ひつじのショーン  ショーンとサッカ
 ー  アードマン·アニメーションズ著
　　　　　　　金の星社(2013年刊)

  ハーブ＆アロマ事典　味わう·つ
  くる·香りを楽しむ95種のハーブ
　　　　　　文藝春秋(2004年刊)

  プリンセス★マジックティア　１
　　ジェニー・オールドフィールド著
　　　　　　　ポプラ社(2013年刊)

  ピヨピヨはじめてのキャンプ
　　工藤　ノリコ著／佼成出版社
　　　　　　　　　　(2014年刊)

  合わせ調味料の黄金比レシピ260
  　　　　　　　　 主婦と生活者
　　　　　　　　　　(2015年刊)

  ひみつの花園
  フランシス·ホジソン·バーネット著
　　　　学研教育出版(2015年刊)

  アナと雪の女王  エルサのサプライズ
　　　　　　　　　KADOKAWA
　　　　　　　　　　(2015年刊)

１

３
２

４
５

９月の人気の本　べスト５

　  泉崎図書館
☎５３・４７７９

調査対象期間：2015.９.1～９.31

　図書館は、近くて利用しやすいと小学生の蒼良くん。読みやすいおすすめの本を紹介して
くれたり、本が種類別に並んでいるので探しやすいと話してくれました。蒼良くんが好きな
本は、日野原重明さんが書いた本や「宝島」「西遊記」です。

《図書館からのお知らせ》

半澤　蒼良くん（10 歳）　……… 字山ヶ入
図書館のいずみ　 P a r t 19

・泉崎図書館５周年記念イベントを行います。１１月２９日（日）１０：００～図書館２階研修室にて、佐藤修
　先生による「童話（かっぱのすりばち）」の講話と工作を行います。また、泉崎語りの会による語り部「瀬知
　房淵のかっぱ」も披露されます。皆さんの参加をお待ちしております。

　９月１０日（木）、１１日（金）、中学２年生５名が職場体験にきました。生徒たちは、
図書館について学んだ後、図書館クイズに挑戦し、調べ方の方法（レファレンス）や司書業
務を体験しました。生徒たちが「秋のスポーツ」をテーマに特集コーナーを作成しました。
一生懸命選んだ本や装飾が展示してありますので、ぜひ一度ご覧ください。

　１０月７日（水）に第一小学校２年生が図書館見学にきました。子どもたちは、図書館の
使い方などを学んだ後「ミニおはなし会」を楽しみました。１人１冊、好きな本を選び借り
ていきました。図書館についての質問もあり、有意義な時間を過ごすことができました。ま
た、皆さんが来てくれるのを待っています。

皆さまの食卓へ本物と笑顔をお届け。
自家農場産「夢味ポーク」は、

健康・美味・新鮮のこだわりのブランドポーク。
まごころこめた豚肉と自家製ハム・
ソーセージをぜひご賞味ください。
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会場：　幼稚園　　第一小学校　　第二小学校　　中学校　　保育所　　児童館　　保健センター　　公民館　　資料館
　　　　トレーニングセンター　　弓道場　　ソフト球場　　さつき球場

幼 一 二 中 育 保児 公 資
さト 弓 ソ

月の休日当番医11

11／15
22

23

 29

 ６

（日）

（日）

（月）

（日）

（日）

岡 﨑 小 児 科 内 科 医 院
☎ 23・7811（白河市結城）
関 　 医 　 院	
☎ 23・3003（白河市横町）
樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク
☎ 42・2040（矢吹町大久保）
みうら小児クリニック	
☎28・1001（白河市石阿弥陀）
わたなべ子どもクリニック	
☎ 21・2166（白河市老久保）

ら く ら く 医 院
☎54・5333（白河市大信町屋）
き た む ら 整 形 外 科
☎ 42・5533（矢吹町八幡町）
小 針 医 院
☎ 42・2366（矢吹町曙町）
渡 部 医 院
☎ 44・4111（矢吹町文京町）
き く ち 診 療 所
☎ 21・8672（中島村滑津）

小 林 歯 科 医 院
☎ 28・3691（白河市みさか）
斎 須 歯 科 医 院
☎32・4347（白河市表郷金山）
酒 井 歯 科 医 院
☎ 42・2303（矢吹町中町）
た ま ち 歯 科 医 院
☎ 44・4889（矢吹町田町）
佐 久 間 歯 科 医 院
☎ 44・3118（矢吹町本町）

今 月 の 行 事 【 11月10日～12月９日】
　　歯科クリニック（フッ素塗布）
　　貯筋会
　●可燃ごみ
　　英会話教室
　▲資源ごみ

　　学力テスト（５年生）

　　クラス懇談会、乳幼児家庭教育
　　学級
　●可燃ごみ■不燃ごみ
　休日窓口開庁日（役場・社協）
　　心配ごと相談所開設
　　庭木剪定教室
　　グラスアート教室

　ふくしま駅伝

　　弁当の日
　　出前元気はつらつ教室全体交流会
　　平成28年度入館児募集（12月
　　４日まで）
　　貯筋会
　　なかよしクラブ
　●可燃ごみ
　　英会話教室
　▲資源ごみ

　　マラソン大会
　　村民文化祭表彰式
　●可燃ごみ

（火）

（木）

（木）

（金）

（金）

13

16

19

20

（日）

（土）

保
ト

公

公

公

一

　介護保険料第５期納期限
　国民健康保険税第５期納期限
　固定資産税第３期納期限
　集落排水使用料第４期納入期限
　村営住宅使用料11月分納入期限
　村県民税第３期納期限
　後期高齢者医療保険料第４期納期限
　　個別懇談（12月２日まで）
　　成人学級
　　３・４か月児、９・10か月児健診
　　貯筋会
　　個別懇談
　●可燃ごみ■不燃ごみ
　　個別懇談
　　ノーメディアデイ
　▲資源ごみ◆粗大ごみ戸別収集
　　個別懇談
　　なかよしクラブ自由参観日
　　個別懇談
　特設人権相談所開設
　　授業参観､教育講演会､学年保護者会
　●可燃ごみ

　休日窓口開庁日（役場・社協）　
　 　よい子の発表会　　

　休日窓口開庁日（役場・社協）　

　　個別懇談
　　繰替休業日　　

　　貯筋日
　●可燃ごみ

　休肝日
　▲資源ごみ

９

２ 一

一

一

10

11

17

　休日窓口開庁日（役場・社協）
　　総合健診
　　村民文化祭囲碁大会　

　休日窓口開庁日（役場・社協）

　休日窓口開庁日（役場・社協）

　　貯筋会
　●可燃ごみ

　　平成28年度入所児募集（12月
　　４日まで）
　　個別懇談
　　英会話教室
　▲資源ごみ
　　個別懇談
　　よい子の発表会予行練習、　　
　　弁当の日

　●可燃ごみ、■不燃ごみ

　休日窓口開庁日（役場・社協）
　　婦人団体連絡協議会主催事業講
　　演会

　休肝日
　休日窓口開庁日（役場・社協）
　　図書館開館５周年記念事業

（木）

（金）26

27

公

保
保

保

保
ト

（土）

（土）

25

24

（日）

（日）

（月）

（月）

（水）

（水）

（水）

（水）

（水）

４
（木）

（日）
７

（土）

８

小児科 内科・外科 歯科

12／

※急患のための制度です。［診療時間　9時～17時］
※変更等もありますので受診前に確認してください。

18

30

（火）
（火）

（火）

（火）

（月）

育

（金）

３

一

一

幼

二

保
ト

ト

公

二

保

幼

中

12/1

12

14

15

21

29

28

22

５

６

幼

二

幼

公

資

公

公

二

二

児

育

ト

保

23
（月）
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木
に
掛
け
し
野
良
着
枯
野
の
匂
ひ
せ
り　
　
　

栄　

子

野
に
落
ち
て
ポ
ン
ポ
ン
ダ
リ
ア
弾
み
を
り　
　
　

々

縁
側
の
焦
げ
つ
く
ほ
ど
の
秋
日
和　
　
　
　
　

慶　

奈

男
去
り
泣
き
く
づ
れ
た
る
ダ
リ
ア
か
な　
　
　
　

々

百
合
の
実
の
あ
お
き
燭
台
夜
が
来
る　
　
　
　

潤　

子

和
ち
ゃ
ん
と
言
声
で
呼
ば
れ
草
の
花　
　
　
　
　

々

野
紺
菊
誰
も
来
ぬ
日
の
多
か
り
し　
　
　
　
　

光　

德

秋
澄
む
や
音
に
輪
郭
あ
る
ご
と
し　
　
　
　
　
　

々

水
音
に
惹
か
れ
て
秋
の
蝶
と
化
す　
　
　
　
　

堯　

子

甘
柿
の
大
き
空
あ
る
農
機
店　
　
　
　
　
　
　
　

々

水
飲
み
に
来
て
は
継
子
の
尻
拭
ひ　
　
　
　
　

和　

子

子
を
叱
る
こ
と
も
ポ
ン
ポ
ン
ダ
リ
ア
か
な　
　
　

々

秋
麗
や
色
濃
く
老
ゆ
る
七
変
化　
　
　
　
　
　

圭　

子

の
ど
け
さ
の
山
家
の
秋
に
惚
け
た
り　
　
　
　
　

々

秋
の
雲
映
す
大
池
鯉
悠
悠　
　
　
　
　
　
　
　

戴　

子

そ
れ
ぞ
れ
に
そ
れ
ぞ
れ
向
い
て
赤
ダ
リ
ア　
　
　

々

紫
蘇
の
実
を
し
ご
け
ば
薫
り
付
い
て
く
る　
　

ま
つ
え

捗
ら
ぬ
改
修
工
事
地
虫
鳴
く　
　
　
　
　
　
　
　

々

秋
霖
の
く
ら
さ
を
曳
い
て
道
は
折
れ　
　
　
　

光　

郎

海
見
ゆ
る
見
え
ぬ
と
秋
の
山
に
立
つ　
　
　
　
　

々

蒼
天
に
嵌
め
込
ま
れ
た
る
梅
擬　
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に
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父
・
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戸
籍
窓
口

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H27.12.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

11 Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H27.12.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

Coupon
泉崎さつき温泉
（泉崎カントリーヴィレッジ）
☎0248－53－4211

日帰り入浴　１００円割引券
有効期限：H27.12.31

●１枚につき１名１回限り有効●併用、換金不可

後
藤　

桜か
の
ん音
ち
ゃ
ん

　
（
君
賢
さ
ん
・
茜
さ
ん
）

森　

琴こ
と
の乃

ち
ゃ
ん

　
（
新
一
さ
ん
・
裕
子
さ
ん
）

湯
川　

碧み

う優
ち
ゃ
ん

　
（
登
史
紀
さ
ん
・
奈
緒
さ
ん
）

小
林　

ケ
イ
さ
ん	（
96
歳
）

大
森　

千
枝
さ
ん	（
84
歳
）

菊
地　

厚
子
さ
ん	（
55
歳
）

小
林　

忠
二
さ
ん	（
91
歳
）

お
悔
や
み

11 11

基準日

男

女

女

男

10月１日
現在

世帯数
（戸）村の人口（人）

3,356

3,214

3,359

3,213
6,572 2,051

2,0466,570９月１日
現在
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地域で輝くヒトやモノをご紹介

Happy Birthday
は っ ぴ い　 ば あ す で い

今月１歳の誕生日

リレートーク 塩田真実さん（字前寄井）

次回は本柳富沙子さん
にバトンタッチ！

　私は、隣町の矢吹から１２年前に

引っ越してきました。

　現在は家族６人で生活しています。

　アウトドアが趣味で魚釣りやキャ

ンプが大好きです。

　毎年、夏に猪苗代湖へキャンプを

しに行くことが、家族での一大イベ

ントになっています。

　他に、長男と次男が野球・ソフト

ボールをやっており、私自身も矢吹

町のソフトボールチームに所属して

います。

　また、次男が入団しているスポー

ツ少年団では、指導者をやらせて貰

っています。

　近年、少子化の影響もあり、スポ

ーツ少年団に入団される子供が少な

いので、ぜひ興味のある方は、一小、

二小問わずに練習や大会の時など見

学に来てください。

中山瑚
こ と こ

都子ちゃん
（字四ツ屋前）

No. 発
行
・
編
集
　
泉
崎
村
役
場
総
務
課
企
画
財
政
グ
ル
ー
プ

T
EL 0248 -53 -2409  FA

X
 0248 -53 -2958

〒
969-0101　

　
福
島
県
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河
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村
大
字
泉
崎
字
新
宿
２
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ム
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ジ
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ス
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a.jp/
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　１0月４日（日）、保健福祉総合センターに
おいて、「わが家のアイディア料理コンクー
ル」の審査会が行われ、１1月１日（日）の収
穫感謝祭において表彰式が行われました。
　当料理コンクールでは、アイディア、食材、
味、見た目、手軽さ、安価の５項目で審査が行
われましたが、地場産品をたくさん使った料理
やアイディアあふれる料理、手軽においしく食
べられる料理など、どれも素晴らしい作品でし
た。受賞者の皆さん、おめでとうございました。
　来月号より順次、入賞作品のレシピを掲載し
ますので、ぜひご覧ください。

わが家のアイディア料理コンクール　自分や家族の健康を考え、おいしく楽しい食事をしよう！
＜入賞作品＞

賞 応募作品名 出品者

 最 　 　 優 　 　 秀 　 　 賞  ほうれん草入り蒸しパン＆さつまいも
 入り蒸しパン  深澤　飛翔くん、賀寿子さん

 村　　　　長　　　　賞  ピーマンが苦手な子も食べられる！！
「肉巻きロール」  井戸沼　瑠美さん

 教 　 　 育 　 　 長 　 　 賞  かぼちゃの丸ごとチーズグラタン  大塚　友美さん

 白 河 農 協 泉 崎 支 所 長 賞  さっぱりトマトのはと麦茶づけ  田﨑　杏美さん、優香さん

 商 　 工 　 会 　 長 　 賞  トマト入りマーボーなす  岡部　雄くん

 ア　イ　デ　ィ　ア　賞  そば粉の和風タコス  大沼　夏花さん、紗織さん

 ア　イ　デ　ィ　ア　賞  タイ風チャーハンとソムタム  野崎　純花さん、利恵子さん


